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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  回転体を有するポンプ本体と、該ポンプ本体を駆動制御する制御ユニットと、を備え、
前記ポンプ本体内の電気接続、前記制御ユニット内の電気接続、または前記ポンプ本体と
前記制御ユニットの間の電気接続をケーブルを用いてなされる真空ポンプにおいて、
  前記ケーブルの少なくとも一部を、シート状絶縁性基材の表面上に配線パターンを設け
てなるフレキシブルプリント配線板で形成し、
　前記フレキシブルプリント配線板は、少なくとも一端側に複数の孔を備え、
　前記複数の孔は、前記配線パターンの各電気回路の一端側の端子として形成され、
　前記フレキシブルプリント配線板の前記少なくとも一端側に、コネクタが取り付けられ
、
　前記コネクタの一部のピンが、前記複数の孔に電気的に接続され、
　前記真空ポンプの信号線の少なくとも一部は、前記フレキシブルプリント配線板の前記
配線パターンを介して前記ピンに電気的に接続され、
　モータの電磁石及び／又は磁気軸受の電磁石に給電する配線は、前記フレキシブルプリ
ント配線板を介さず、前記コネクタの前記ピンを除くピンに接続されていることを特徴と
する真空ポンプ。
【請求項２】
  前記制御ユニットは、前記ポンプ本体に取り付けられていることを特徴とする請求項１
に記載の真空ポンプ。
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【請求項３】
  前記複数の孔に貫通する前記ピンは、前記フレキシブルプリント配線板の延在方向中心
を挟んで左右対称な位置に配設され、前記コネクタ及び前記フレキシブルプリント配線板
は前記フレキシブルプリント配線板を取り付ける向きを指示する指示手段を設けてなるこ
とを特徴とする請求項１に記載の真空ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は真空ポンプに関するものであり、特に、半導体製造装置や高エネルギー物理学
の工業真空装置等において、中真空から超高真空にわたる圧力範囲で利用可能な真空ポン
プに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年のエレクトロニクスの発展に伴い、メモリや集積回路といった半導体装置の需要が
急激に増大している。これらの半導体装置は、極めて純度の高い半導体基板(ウエハ)に不
純物をドープして電気的性質を与えたり、エッチングにより半導体基板上に微細な回路を
形成したりして製造される。これらの作業は、空気中の塵等による影響を避けるために高
真空状態のチャンバ内で行われる必要があり、チャンバ内の排気には、一般に真空ポンプ
が使用されており、この真空ポンプは既に知られている(例えば、特許文献１、特許文献
２参照)。
【０００３】
　このような真空ポンプでは、ポンプ本体と、該ポンプ本体への電力や制御信号を入出力
して該ポンプ本体の駆動を制御する制御ユニットが設けられている。また、ポンプ本体と
制御ユニットの間の電力や制御信号の入出力は、芯線の外周を絶縁用ビニール等で被覆し
てなるワイヤーケーブルを使用している。このワイヤーケーブルの本数は約４０本以上あ
り、真空ポンプ内で占めるスペースも多い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－３４４５０３号公報。
【特許文献２】実用新案登録第３１３８１０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、特許文献１，特許文献２で知られるように、従来の真空ポンプでは、
ポンプ本体と制御ユニットの間の電力や制御信号の入出力には、芯線の外周を絶縁用ビニ
ール等で被覆されたワイヤーケーブルを使用している。このため、真空ポンプ内でワイヤ
ーケーブルが占めるスペースが多く、また重量も嵩むので、真空ポンプの小型化や軽量化
の障害になっている。
【０００６】
　さらに、ワイヤーケーブルは価格が高く、コストアップの原因にもなっている。また、
ワイヤーケーブルは可撓性を有してはいるが、複数本が束になったワイヤーケーブルを同
時に屈曲させようとすると大きな力を必要とし、作業性が悪いという問題点もあった。
【０００７】
　そこで、小型軽量化と作業性の向上並びにコスト低減を可能にする真空ポンプを提供す
るために解決すべき技術的課題が生じてくるのであり、本発明はこの課題を解決すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は上記目的を達成するために提案されたものであり、請求項１記載の発明は、回
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転体を有するポンプ本体と、該ポンプ本体を駆動制御する制御ユニットと、を備え、前記
ポンプ本体内の電気接続、前記制御ユニット内の電気接続、または前記ポンプ本体と前記
制御ユニットの間の電気接続をケーブルを用いてなされる真空ポンプにおいて、前記ケー
ブルの少なくとも一部を、シート状絶縁性基材の表面上に配線パターンを設けてなるフレ
キシブルプリント配線板で形成し、前記フレキシブルプリント配線板は、少なくとも一端
側に複数の孔を備え、前記複数の孔は、前記配線パターンの各電気回路の一端側の端子と
して形成され、前記フレキシブルプリント配線板の前記少なくとも一端側に、コネクタが
取り付けられ、前記コネクタの一部のピンが、前記複数の孔に電気的に接続され、前記真
空ポンプの信号線の少なくとも一部は、前記フレキシブルプリント配線板の前記配線パタ
ーンを介して前記ピンに電気的に接続され、モータの電磁石及び／又は磁気軸受の電磁石
に給電する配線は、前記フレキシブルプリント配線板を介さず、前記コネクタの前記ピン
を除くピンに接続されている真空ポンプを提供する。
【０００９】
  この構成によれば、ポンプ本体内の電気接続や制御ユニット内の電気接続、またはポン
プ本体と制御ユニットの間の電気接続を行うためのケーブルの少なくとも一部に、フレキ
シブルプリント配線板を使用するので、従来のワイヤーケーブルに比べて、ケーブルが占
めるスペースが小さくなるとともに軽くなる。また、フレキシブルプリント配線板を容易
に屈曲させて、必要とする位置へ簡単に引き回すことができる。また、フレキシブルプリ
ント配線板とコネクタを介して、ポンプ本体内の電気接続や制御ユニット内の電気接続、
またはポンプ本体と制御ユニットの間の電気接続を容易に行うことができる。さらに、こ
の構成によれば、フレキシブルプリント配線板の孔にコネクタのピンを挿入させることに
より、フレキシブルプリント配線板の端子とコネクタのピンを簡単に電気接続することが
できる。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の構成において、前記制御ユニットは、前記ポン
プ本体に取り付けられている真空ポンプを提供する。
【００１１】
　この構成によれば、ポンプ本体と制御ユニットが一体化されて、コンパクト化が図れる
。
【００１６】
  請求項３記載の発明は、請求項１記載の構成において、前記複数の孔に貫通する前記ピ
ンは、前記フレキシブルプリント配線板の延在方向中心を挟んで左右対称な位置に配設さ
れ、前記コネクタ及び前記フレキシブルプリント配線板は前記フレキシブルプリント配線
板を取り付ける向きを指示する指示手段を設けてなる真空ポンプを提供する。
【００１７】
  この構成によれば、コネクタ及びフレキシブルプリント配線板に設けた指示手段の指示
に従い、コネクタにフレキシブルプリント配線板を取り付けると、フレキシブルプリント
配線板の向きを間違えることなく取り付けることができる。
【発明の効果】
【００２２】
  請求項１記載の発明は、ポンプ本体内の電気接続や制御ユニット内の電気接続、または
ポンプ本体と制御ユニットの間の電気接続を行うケーブルの少なくとも一部に、フレキシ
ブルプリント配線板を使用して、ケーブルの占めるスペース及び重量を小さくすることが
できるので、小型・軽量化が可能になる。また、使用材料を少なくすることができるとと
もに、ケーブルを必要とする位置へ簡単に引き回すことができるので作業性が向上し、コ
ストの低減が期待できる。また、フレキシブルプリント配線板とコネクタを介して、ポン
プ本体内の電気接続や制御ユニット内の電気接続、または本体と制御ユニットの間の電気
接続を容易に行うことができるので、さらに作業性が向上し、コスト低減がより一層期待
できる。さらに、フレキシブルプリント配線板の孔にコネクタのピンを挿入させることに
より、フレキシブルプリント配線板とコネクタを簡単に電気接続させることができるので
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、さらに作業性が向上し、コスト低減がより一層期待できる。
【００２３】
　請求項２記載の発明は、ポンプ本体と制御ユニットが一体化されて、コンパクト化が図
れるので、請求項１の発明の効果に加えて、さらに小型化が可能になる効果が期待できる
。
【００２６】
  請求項３記載の発明は、コネクタに設けた指示手段の指示に従って、コネクタにフレキ
シブルプリント配線板を取り付けると、フレキシブルプリント配線板の向きを間違えるこ
となく取り付けることができるので、請求項１に記載の発明の効果に加えて、さらに作業
性の向上と信頼性の向上が期待できる。
【００２７】
  請求項４記載の発明は、フレキシブルプリント配線板の孔にコネクタのピンを挿入させ
ることにより、フレキシブルプリント配線板の端子とコネクタのピンを簡単に電気接続す
ることができるので、請求項１、２または３に記載の発明の効果に加えて、さらに作業性
の向上と信頼性の向上が期待できる。
【００２８】
  請求項５記載の発明は、フレキシブルプリント配線板に設けた指示手段の指示に従って
、コネクタにフレキシブルプリント配線板を取り付けると、フレキシブルプリント配線板
の向きを間違えることなく取り付けることができるので、請求項１、２、３または４に記
載の発明の効果に加えて、さらに作業性の向上と信頼性の向上が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施形態に係る真空ポンプの断面図。
【図２】ポンプ本体から制御ユニットを取り外した状態で示す同上真空ポンプの断面図。
【図３】同上真空ポンプにおけるケーブルを、フレキシブルプリント配線板にコネクタを
取り付けた状態で示す図で、(ａ)はその平面図、(ｂ)はその側面図。
【図４】図３に示すフレキシブルプリント配線板単体を示す図で、(ａ)はその平面図、(
ｂ)はその側面図。
【図５】図３に示すコネクタ単体を示す図で、(ａ)はその側面図、(ｂ)はその平面図。
【図６】本発明の変形例として示す真空ポンプの断面図。
【図７】フレキシブルプリント配線板とコネクタとの他の接続例を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明は小型軽量化と作業性の向上並びにコスト低減を可能にする真空ポンプを提供す
るという目的を達成するために、回転体を有するポンプ本体と該ポンプ本体を駆動制御す
る制御ユニットとの間を、電力や制御信号を入出力するケーブルで電気接続してなる真空
ポンプにおいて、前記ケーブルを、シート状をした絶縁性基材の表面上に配線パターンが
プリントされたフレキシブルプリント配線板で形成することにより実現した。
【００３１】
　以下、本発明の実施形態による真空ポンプの実施例を図面を参照して詳細に説明する。
【実施例】
【００３２】
　図１及び図２は本発明に係る真空ポンプを示すもので、図１はポンプ本体に制御ユニッ
トを取り付けた状態で示す断面図、図２はポンプ本体から制御ユニットを取り外した状態
で示す断面図である。
【００３３】
　図１及び図２において、真空ポンプ１０は、真空排気を行うポンプ本体１１と、ポンプ
本体１１を駆動制御する制御ユニット１２を備え、制御ユニット１２はポンプ本体１１の
下面に着脱可能に取り付けられている。また、制御ユニット１２とポンプ本体１１との間
は、後述するケーブル１３、１４を介して電気的に接続され、ケーブル１３、１４を介し
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て電力や制御信号を入出力することができるようになっている。
【００３４】
　更に詳述すると、前記ポンプ本体１１は、円筒状の外筒１７の上端に吸気口１５が形成
されている。外筒１７の内方には、ガスを吸引排気するための複数の回転翼１８を周部に
放射状に、かつ、多段に形成した回転体１９を備えている。
【００３５】
　その回転体１９の中心にはロータ軸２０が取り付けられており、このロータ軸２０は、
例えば、５軸制御の磁気軸受によって空中に浮上支持され、かつ、位置制御されている。
【００３６】
　前記上側径方向電磁石２１は、４個の電磁石がＸ軸とＹ軸とに対をなして配置されてい
る。また、この上側径方向電磁石２１に近接、かつ、対応されて、４個の上側径方向セン
サ２２が備えられている。この上側径方向センサ２２は回転体１９の径方向変位を検出し
、その信号を制御ユニット１２内の制御回路２３にケーブル１３、１４を介して送るよう
に構成されている。
【００３７】
　前記制御ユニット１２においては、上側径方向センサ２２が検出した変位信号に基づい
て、ＰＩＤ調節機能を有する制御回路２３の出力によって上側径方向電磁石２１の励磁を
制御し、ロータ軸２０の上側の径方向位置を調整するようになっている。ここで、制御回
路２３は、上側径方向センサ２２が検出したロータ軸２０の変位のアナログセンサ信号を
Ａ／Ｄコンバータでデジタル信号に変換し、その信号を処理し、上側径方向電磁石２１に
流す電流を調整してロータ軸２０を浮上させている。
【００３８】
　また、上側径方向電磁石２１に流す電流を微調整するため、前記上側径方向電磁石２１
に流した電流を測定し、制御回路２３にフィードバックしている。
【００３９】
　前記ロータ軸２０は、高透磁率材（例えば、鉄）等により形成されており、上側径方向
電磁石２１の磁力により吸引されるようになっている。かかる調整は、Ｘ軸方向とＹ軸方
向とにそれぞれ独立して行われる。　
【００４０】
　また、下側径方向電磁石２４及び下側径方向センサ２５が、前記上側径方向電磁石２４
及び前記上側径方向センサ２２と同様に配置され、ロータ軸２０の下側の径方向位置が、
上側の径方向位置と同様に、制御ユニット１２において調整されている。
【００４１】
　さらに、軸方向電磁石２６Ａ、２６Ｂが、ロータ軸２０の下部に備えた円板状の金属デ
ィスク２７を上下に挟んで配置されている。金属ディスク２７は、鉄等の高透磁率材で構
成されている。ロータ軸２０の軸方向変位を検出するために、ロータ軸２０の軸端面に対
向して軸方向センサ２８が備えられ、その軸方向変位信号が制御回路２３に送られるよう
に構成されている。
【００４２】
　そして、軸方向電磁石２６Ａ、２６Ｂは、この軸方向変位信号に基づき制御ユニット１
２のＰＩＤ調節機能を有する制御回路２３を介したアンプの出力により、励磁制御される
ようになっている。軸方向電磁石２６Ａは、磁力により金属ディスク２７を上方に吸引し
、軸方向電磁石２６Ｂは、金属ディスク２７を下方に吸引する。
【００４３】
　このように、制御ユニット１２では、この軸方向電磁石２６Ａ、２６Ｂが金属ディスク
２７に及ぼす磁力を適当に調節し、ポンプ本体１１内ではロータ軸２０を軸方向に磁気浮
上させ、空間に非接触で保持するようになっている。
【００４４】
　前記モータ２９は、ロータ軸２０を取り囲むように周状に配置された複数の磁極を備え
ている。これら各磁極は、制御ユニット１２のＰＷＭ制御機能を有するモータ制御回路を
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介した駆動回路から出力された動力信号により、モータ２９を回転駆動するよう制御され
ている。また、モータ２９には、図示しない回転数センサ及びモータ温度センサが取り付
けられており、これらの回転数センサ及びモータ温度センサの検出信号を受けて、制御ユ
ニット１２内の制御回路２３によりロータ軸２０の回転が制御される。
【００４５】
　前記回転翼１８、１８…と僅かの空隙を隔てて複数枚の固定翼３０、３０…が配設され
ている。回転翼１８、１８…は、それぞれ排気ガスの分子を衝突により下方向に移送する
ため、ロータ軸２０の軸線に垂直な平面から所定の角度だけ傾斜して形成されている。
【００４６】
　また、固定翼３０、３０…も、同様にロータ軸２０の軸線に垂直な平面から所定の角度
だけ傾斜して形成され、かつ、外筒１７の内方に向けて前記回転翼１８の段と互い違いに
配設されている。そして、前記固定翼３０の一端は、複数の段積みされた固定翼スペーサ
３１、３１…の間に嵌挿された状態で支持されている。
【００４７】
　前記固定翼スペーサ３１はリング状の部材であり、例えばアルミニウム、鉄、ステンレ
ス、銅等の金属、又はこれらの金属を成分として含む合金などの金属によって構成されて
いる。固定翼スペーサ３１の外周には、わずかの空隙を隔てて外筒１７が固定されている
。外筒１７の底部にはベース部３２が配設され、固定翼スペーサ３１の下部とベース部３
２の間にはネジ付きスペーサ３３が配設されている。そして、ベース部３２中のネジ付き
スペーサ３３の下部には排気口３４が形成され、外部に連通されている。
【００４８】
　前記ネジ付きスペーサ３３は、アルミニウム、銅、ステンレス、鉄、又はこれらの金属
を成分とする合金等の金属によって構成された円筒状の部材であり、図示しないが、その
内周面には螺旋状のネジ溝が複数条刻設されている。そのネジ溝の螺旋の方向は、回転体
１９の回転方向に排気ガスの分子が移動したときに、この分子が排気口３４の方へ移送さ
れる方向である。
【００４９】
　前記回転体１９の回転翼１８、１８…に続く最下部には回転翼１１８が垂下されている
。この回転翼１１８の外周面は、円筒状で、かつ、ネジ付きスペーサ３３の内周面に向か
って張り出されており、このネジ付きスペーサ３３の内周面と所定の隙間を隔てて近接さ
れている。
【００５０】
　前記ベース部３２は、ポンプ本体１１の基底部を構成する円盤状の部材であり、一般に
は鉄、アルミニウム、ステンレス等の金属によって構成されている。
【００５１】
　前記ベース部３２は、ポンプ本体１１を物理的に保持すると共に、熱の伝導路の機能も
兼ね備えているので、鉄、アルミニウムや銅等の剛性があり、熱伝導率も高い金属が使用
されるのが望ましい。
【００５２】
　そして、ベース部３２の下面には、ポンプ本体１１側のケーブル１３と制御ユニット１
４側のケーブル１４を接続させた後、ポンプ軸心と同軸状態で制御ユニット１２がボルト
等で着脱自在に取り付けられ、コンパクトに組み立てられて小型化されている。なお、こ
の取り付けでは、ベース部３２と制御ユニット１２との間にシール材３５が配設され、ポ
ンプ本体１１の内部が真空状態を維持できるようになっている。
【００５３】
　ポンプ本体１１側のケーブル１３と制御ユニット１２側のケーブル１４は各々、配線板
４１とフレキシブルプリント配線板４１の一端に取り付けられたコネクタ４２とでなる。
そして、ポンプ本体１１側のフレキシブルプリント配線板４１の他端がポンプ本体１１の
図示しない端子台に取り付けられ、制御ユニット１２側のフレキシブルプリント配線板４
１の他端が制御回路２３の回路基板に接続されている点と、ポンプ本体１１側のコネクタ
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４２が雄端子で制御ユニット１２側のコネクタ４２が雌端子であって互いに着脱自在であ
る点等を除いては、基本構造は同じである。そこで、ケーブル１３、１４の構造を、ポン
プ本体１１側のケーブル１３を代表して、次に図３～図５を用いて説明する。
【００５４】
　図３に示すように、ケーブル１３は、フレキシブルプリント配線板４１の一端に取り付
けられたコネクタ４２とで構成されている。
【００５５】
　コネクタ４２は、図３の他に、図５でも詳細に示しているように、外周に取り付けフラ
ンジ部４３を一体に設けた円筒状のコネクタ本体４４と、このコネクタ本体４４内に軸線
方向に並列配置された複数個のコンタクトピン(端子)４５、４５…と、各コンタクトピン
４５、４５…間を電気絶縁するインシュレータ４９等で構成されている。また、複数個の
コンタクトピン４５、４５…は、フレキシブルプリント配線板４１の延設方向に延びる中
心線Ｏを挟んで対称な形で規則正しく整列配置されている。各コンタクトピン４５、４５
…は、フレキシブルプリント配線板４１と接続される一端側が図３及び図５に示すように
コネクタ本体１１から外側に大きく突き出し、制御ユニット１２側のコネクタ４２と接続
される他端側はコネクタ本体４４の空間内に突出し、制御ユニット１２側のコネクタ４２
に設けられた複数個の雌側コンタクトピンと接続できるようになっている。
【００５６】
　フレキシブルプリント配線板４１は、厚みｔ(図４参照)が１２μｍ～５０μｍのシート
状をした絶縁基材(例えば、プラスチックフィルム)の上に、厚み２μｍ～５０μｍ程度の
銅箔等で複数の電気回路４６、４６…、すなわち配線パターンを印刷したものである。そ
の各電気回路４６、４６…の一端側には、コネクタ４２側のコンタクトピン４５、４５…
に各々対応して、コンタクトピン４５、４５…が挿入可能な貫通孔と該貫通孔を囲って形
成された端子とでなる、スルーホール(貫通孔)４７が形成されている。したがって、フレ
キシブルプリント配線板４１上に形成された各スルーホール４７は、フレキシブルプリン
ト配線板４１の延設方向に延びる中心線Ｏを挟んで対称な形で規則正しく整列された状態
で配設されている。また、電気回路４６、４６…の数は、コネクタ４２側のコンタクトピ
ン４５、４５…の数と全てが同じではなく、制御ユニット１２側の制御回路２３と接続を
必要とする部分だけに設けられ、制御ユニット１２側との接続を必要としない部分のシー
ト箇所は接続の妨げとならないようにカット(例えば符号４８で示す箇所)されている。尚
、本実施例では、図３に示すように、２１本のコンタクトピン４５、４５…と、そのコン
タクトピン４５、４５に対応したスルーホール４７、４７…とが接続されている。
【００５７】
　そして、このように構成されたケーブル１３は、図３に示すようにコネクタ４２のコン
タクトピン４５、４５…にフレキシブルプリント配線板４１側のスルーホール４７、４７
…を対応させて、コンタクトピン４５、４５…がスルーホール４７、４７…内に挿入係合
される。その後、コンタクトピン４５、４５…とスルーホール４７、４７…の間を半田デ
ィップ等で半田付けすると、コネクタ４２とフレキシブルプリント配線板４１の間が電気
的に固定接続される。
【００５８】
　このように形成されたケーブル１３は、フレキシブルプリント配線板４１が自由に屈曲
されるので、フレキシブルプリント配線板４１を必要とする位置へ自由に引き回した後、
ポンプ本体１１と制御ユニット１２との間で、コネクタ４２、４２同士を機械的・電気的
に接続することができる。また、従来のワイヤーケーブルを使用した場合では、ケーブル
を容易に屈曲させることができないと共に、大きなワイヤーの束になるので、例えば、図
２中にハッチングを入れて示す領域５０が必要であっていたのに対して、本実施例のよう
にフレキシブルプリント配線板４１を使用した場合では、その領域５０を無くし、ケーブ
ル１３の占めるスペース及び重量を小さくして小型・軽量化を可能にする。
【００５９】
　なお、図３に示すケーブル１３において、フレキシブルプリント配線板４１の延設方向
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に延びる中心線Ｏを挟んで上側の電気回路４６、４６…は、上側径方向センサ２２等の信
号が送られて来る電気回路であり、下側の電気回路４６、４６…は、下側径方向センサ２
５等の信号が送られて来る電気回路である。従って、フレキシブルプリント配線板４１の
中心線Ｏを挟んで対称な形で電気回路４６、４６…及びスルーホール４７、４７…が形成
されている場合、中心線Ｏを挟んで反対の向き、すなわちフレキシブルプリント配線板４
１の表裏面を反対にして該フレキシブルプリント配線板４１をコネクタ４２に取り付けた
場合にも、フレキシブルプリント配線板４１はコネクタ４２に接続される。
【００６０】
　ところで、フレキシブルプリント配線板４１をコネクタ４２に取り付ける場合、フレキ
シブルプリント配線板４１の上下面を逆にして、反対の向きで接続された場合では、ポン
プ本体の端子台にもよるが、制御回路２３にそれぞれ入力される上側径方向センサ２２と
下側径方向センサ２５からの信号が逆になり、問題が生じることがある。そこで、本実施
例では図３及び図４に符号示すように、フレキシブルプリント配線板４１の一面とコネク
タ４２の一面にはそれぞれ、コネクタ４２に対してフレキシブルプリント配線板４１を取
り付ける向きを指示する指示手段としての、三角形状に着色されたマーク５１ａ、５１ｂ
を設けている。したがって、組立作業時には、フレキシブルプリント配線板４１はマーク
５１ａが印刷されている面を上にして、またそのマーク５１ａをコネクタ４２上に印刷さ
れているマーク５１ｂに突き合わせして組み立てると、誤装着が防止できるようにしてい
る。
【００６１】
　なお、指示手段は三角形状に着色されたマーク５１ａ、５１ｂに限ることなく、例えば
フレキシブルプリント配線板４１とコネクタ４２との間に図形等のマークや着色を施し、
コネクタ４２に対してフレキシブルプリント配線板４１を取り付ける向きを指示する等に
してもよい。指示手段のマークは、フレキシブルプリント配線板４１側(マーク５１ａ)だ
け、またはコネクタ４２側(マーク５１ｂ)だけ、あるいはフレキシブルプリント配線板４
１側(マーク５１ａ)とコネクタ４２側(マーク５１ｂ)の両方に設けてもよい。
【００６２】
　次に、このように構成された真空ポンプ１０の動作を説明する。まず、回転翼１８がモ
ータ２９により駆動されてロータ軸１９と共に回転すると、回転翼１８と固定翼３０の作
用により、吸気口１５を通じてチャンバからの排気ガスが吸気される。吸気口１５から吸
気された排気ガスは、回転翼１８と固定翼３０の間を通り、ベース部３２へ移送される。
そして、ベース部３２に移送されてきた排気ガスは、ネジ付きスペーサ３３のネジ溝に案
内されつつ排気口３４へと送られる。この運転を継続することにより、チャンバ内を真空
状態にすることができる。
【００６３】
　なお、本実施例では、ネジ付きスペーサ３３は回転翼１８の外周に配設し、ネジ付きス
ペーサ３３の内周面にネジ溝が刻設されているとして説明した。しかしながら、これとは
逆に回転翼１８の外周面にネジ溝が刻設され、その周囲に円筒状の内周面を有するスペー
サが配置される場合もある。
【００６４】
　また、吸気口１５から吸引されたガスがモータ２９、下側径方向電磁石２４、下側径方
向センサ２５、上側径方向電磁石２１、上側径方向センサ２２等で構成される電装部側に
侵入することのないよう、パージガスにて所定圧に保たれている。
【００６５】
　このため、ベース部３２には図示しない配管が配設され、この配管を通じてパージガス
が導入される。導入されたパージガスは、保護ベアリング３６とロータ軸２０間、モータ
２９のロータとステータ間、ステータコラム３７と回転翼１８間の隙間を通じて排気口３
４へ送出される。
【００６６】
　また、本実施例では、制御ユニット１２をポンプ本体１１の下面(ベース部３２の下面)
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に取り付けて、ポンプ本体１１と一体化した構造を開示したが、ポンプ本体１１とは別の
位置に制御ユニット１２を設けても良いものである。
【００６７】
　その場合、ポンプ本体１１から引き出されるケーブル１３は、例えば図６に示すように
、ポンプ本体１１内でフレキシブルプリント配線板４１を自由に引き回し、そのフレキシ
ブルプリント配線板４１の先端に取り付けられたコネクタ４２をポンプ本体１１の側面に
固定し、このコネクタ４２を介して図示しない制御ユニットからのケーブルと固定するよ
うにしても良い。ここでの取り付けも、ベース部３２とコネクタ４２との間に図示せぬシ
ール材３５が配設されて、ポンプ本体１１の内部が真空状態を維持できるようにする。ま
た、図６に示す真空ポンプ１０は、制御ユニットが別の位置に設けられている点が、図１
、図２に示した真空ポンプ１０の構成と異なるだけで、ポンプ本体１１の基本的に構成は
同じであるので、同じ部材には同じ符号を付して説明は省略する。
【００６８】
　なお、 本発明は、一部の電気接続、例えば電流の少ない磁気軸受の径方向や軸方向セ
ンサ、回転数センサなどの信号線のみをフレキシブルプリント配線板として説明としたが
、これに限定されず、全ての信号線をフレキシブルプリント配線板４１で接続しても良い
。
【００６９】
　また、フレキシブルプリント配線板４１は、複数層のフレキシブルプリント配線板であ
っても良い。これにより、フレキシブルプリント配線板の幅が小さくなり、コンパクトに
できる。
【００７０】
　さらに、フレキシブルプリント配線板は一枚でなく、例えば図７に示すように、フレキ
シブルプリント配線板４１(Ａ)とフレキシブルプリント配線板４１(Ｂ)とを重ねて配線す
るようにして、複数枚を重ねた形での構成であっても良い。この場合、例えば、フレキシ
ブルプリント配線板４１(Ｂ)はモータ用の電力線や磁気軸受の励磁電流などの電流が大き
い電気接続用のフレキシブルプリント配線板とし、フレキシブルプリント配線板４１(Ａ)
はそれ以外の電流が小さい電気接続用のプリント配線板に分けてなる構成しても良い。こ
れにより、配線板毎の絶縁層の厚みを変化させることが容易となる。その際、真空コネク
タのピンの長さを変化させる対策をとることで、ピンとの干渉を避けることが出来る。
【００７１】
　なお、本発明は、本発明の精神を逸脱しない限り種々の改変を為すことができ、そして
、本発明が該改変されたものに及ぶことは当然である。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　以上説明したように、本発明で使用しているケーブルは、真空ポンプ以外の電気配線に
も応用できる。
【符号の説明】
【００７３】
１０　　　真空ポンプ
１１　　　ポンプ本体
１２　　　制御ユニット
１３、１４　　ケーブル
１５　　　吸気口
１７　　　外筒
１８　　　回転翼
１１８　　最下位の回転翼
１９　　　回転体
２０　　　ロータ軸
２１　　　上側径方向電磁石
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２２　　　上側径方向センサ
２３　　　制御回路
２４　　　下側径方向電磁石
２５　　　下側径方向センサ
２６Ａ、２６Ｂ　軸方向電磁石
２７　　　金属ディスク
２８　　　軸方向センサ
２９　　　モータ
３０　　　固定翼
３１　　　回転翼スペーサ
３２　　　ベース部
３３　　　ネジ付スペーサ
３４　　　排気口
３５　　　シール材
３６　　　保護ベアリング
３７　　　ステータコラム
４１　　　フレキシブルプリント配線板
４２　　　コネクタ
４３　　　フランジ部
４４　　　コネクタ本体
４５　　　コンタクトピン
４６　　　電気回路(配線パターン)
４７　　　スルーホール
４８　　　カット箇所
４９　　　インシュレータ
５０　　　従来構造で必要していた領域
５１ａ、５１ｂ　指示手段としてのマーク
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